
当幼稚園における令和４年度事業内容について、下記のとおり報告いたします。

1 項目別

項目 計画（=plan) 実行（＝Ｄｏ）/評価（＝Check） 改善（＝Action）

目的 　この幼稚園は学校教育法第２２条及び２３条 本園は、神様からいただいた人としての命を尊重し、

（園則より） に従って幼児を保育しキリスト教に基づき、幼 互いに助け合い、分かち合い、許し合う心を育て、人

児に適当な生活環境を与え、心身の正しい発 間関係の輪を深め、平和的な心を養っています。

達を助長すると共に、道徳的心情、将来の善 家庭・保育者と共に心のかよった保育を目指して、感

良なる社会人の健康と特性との基礎を作り家 動する心、感謝する心、祈る心を大切にして充実して

庭的教育を補うことを保育の目的とする。 いった。

年間行事 　積み重ねと継続を大切に各行事を挙行する。 新型コロナウイルス感染症対策として、分散、人数

について 予定の詳細については、各幼稚園の年間行事 制限等を行う。前年の経験をふまえ、行事内容に

予定表を作成し公表する。 ついて職員と検討し内容の充実に努めた。

〇夕涼み会（園児、職員の縦割り保育） 〇お迎え避難訓練をとりいれる

〇サマーキャンプ（園内お泊り会に変更）

〇収穫カレー会（野菜の切り方を実施）

〇茶話会（卒園式後に形を変えて実施）

新規事業 A　子育て支援　いちごぐみ　園庭開放について Ａは予定通り執行

について 　  子育て支援ＰＲ方法について 　未就園児親子教室の開催日をＨＰで知らせ、ネット

　上で申し込みができるようにする。

Ｂ　ディスクトップパソコン購入について Ｂは令和４年度新規事業計画外として執行

　事務作業の効率化がはかられた。

Ｃ　発電機購入 Ｃは施設機能強化として執行

　避難訓練に活用する。

Ｄ　駐車場入口照明・家具耐震ラッチ取り付け Ｄは予定通り執行

　降園時の安全確保、保育の安全確保につながる。

Ｅ　保育室防犯用鍵取付工事について Ｅは令和４年度新規事業計画外として執行

　園児の安全確保の手段が増え、安心につながる。 防犯訓練で活用する。
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【勿来カトリック幼稚園】

令和５年度についても、同様の方針で教

育目標に沿って保育を進めていく。

令和５年度は年間行事計画作成にあたり

教職員と前年の振り返りをふまえて協議

していく。

〇行事がこみあわないようにバランス

    をとる

安心、安全な環境で保育ができるように

点検、計画をしていく。

避難訓練、行事等にも使用し使い方に慣

れるようにする。



教職員の 園内外の研修に参加し、園児の保育の向上に力 〇年度始めに園内個別研修を実施。社会人、保育者

資質向上に を注ぐ。 　としての心構えを学ぶ。

ついて 〇神父様に行事や教職員向けの講話を通してカトリッ

（研修等へ 　ク幼稚園としての教育に理解を深める。教職員に

への参加含） 　とって振り返りと励ましの時間となった。

〇外部講師を招き園内研修を行う。保育の観察、担任

　向けの子ども理解についての研修を行う。

　令和３年度、3学期より保育参観日に保護者向けの

　保育参観だよりを書いて配布することを継続。

　振り返りと子ども理解への記録の記入について

　学ぶ。

〇特性のある子どもへの理解のため、専門の方に来園

　を依頼、観察、助言をいただき保育に活かす。

〇救急救命講習を園内にて実施

〇令和５年度も継続して対応する。

その他 未就園児親子教室の申し込み方法を検討 〇未就園児親子教室の開催日をＨＰで知らせ、ネット

　上で気軽に申し込みができるようにした。

　新規の申し込みの方が少し増えた。

外部ボランティア活動 〇錦中学校ＪＲＣの活動を中心として行事の事前準備

　や美化活動を行っていただき保育準備の助けとなる

2 総括

　カトリック幼稚園としての保育へつながる学びを神父様の協力をいただきながら理解を深め、幼児への生活環境の充実のために

遊具点検等をしながら改善をはかっていった。

　また、心身の正しい発達を助長するため、保育環境を整え、教職員の学ぶ環境を保証するように努めた。

　こどもが喜んで登園し、保護者に安心して幼稚園に預けていただくために、良い保育を提供できるように継続していきたい。

そして、幼児に接する教職員の心身を整え、やりがいをもって働くことができる環境づくりも継続していきたい。

〇特性のある子への対応は、専門機関

　と連携をとり必要に応じて相談す

　る。

〇申し込みが来園、幼稚園理解につ

　ながるように親子対応等に努める。

令和５年度は役職、保育内容に応じた研

修に参加し、公開保育の活用をする。

さまざまな研修等をとおしてカトリック

幼稚園への理解に努めていく。

子ども理解への継続的な学びを続ける担

任の事務作業負担軽減、効率化の為パソ

コンを活用し記録を作成していく。


